








はじめに 

2 年間の某保健所管内の 3 才児を悉皆調査し、対象児 3238 名中 40 名の心身障害児を把握

した。 

該児の医療接触実態を調査し、問題点を抽出して昨年度報告した。その概要は以下の 4点

であった。すなわち、1)情報源の補充拡大、2)ふるいわけ水準と方式の各市町村における

統一、3)市町村活動と保健所機能との分化と連けい、4)ケアの質の向上である。これらの

問題点をふまえ、市町村を第一保健機能、保健所を第二次保健機能の場と設定し、本年度

においてはシステム化を試みた。 


